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出産記念品が従来のDVDフォトムービーから、

出産記念アルバムに変更となりました。

ご出産後、入院期間中にスタッフが撮影した写真に、

ママの思い出の写真をプラスしてスタッフが制作する、

オリジナルの写真集です。

 

詳細がわかるリーフレットは受付にてお渡ししております。

産後の写真　１枚

兄弟で撮影した写真
例）

入院中にお部屋で撮影した写真

お見舞いの方と撮影した写真

産前の写真　１枚

マタニティフォト
例）

パパとママの写真

ご出産前の家族写真

出産記念品変更のお知らせ

今回は、初めてのお子さんについてではなく、
“２人目が産まれる”ことについて
お話ししたいと思います。

“２人目が産まれる”とき、
とまどいや不安を感じていらっしゃるお母さんは
少なくないのではないかと思います。

それは無意識に、自分の持っている愛情が１００％しか
なくて、どうしたらうまく５０％ずつに分けられるか、
と考えてしまっているからかもしれません。

「そんな風に考える必要はないんだよ」というのが、
私が昔お世話になったおばあちゃん助産師の教えです。

２人いても３人いても、
それぞれに１００％の愛情を与えられるのが、
“母”なのだそうです。
そう思っているだけで、
ちゃんとお子さんには伝わるのだそうです。

助産師としてお手伝いさせていただいていると、
意外とよく耳にするのが。。。

２人目の赤ちゃんがお腹にいるとき、
思うように上の子の相手ができないときに
「ごめんね。かわいそうにね。」

２人目の赤ちゃんが産まれて、
お世話で上の子を待たせているときに
「ごめんね。待っててね。」

思わず出てしまうこの「ごめんね。」　
言っている自分も元気になれる言葉ではないですよね。

子どもが欲しいのは、
お母さんの「笑顔」と「ありがとう。」

“平等に”とか、“うまくやろう”とか、
そんなに自分を追い込まないで。

「待たせてごめんね。」を、
「待っててくれてありがとう。」
に変えていくことができたら、お母さんもお子さんも、
笑顔になれる時間が増えるかもしれません。

「ありがとう。」の言霊で、
笑顔のご家族が増えますように。


